別表１－１　　　　　　　　選定基準及び評価基準の例

【選定段階での技術評価】

	評　価　の　着　目　点
	評　　　　　　　　　　価

	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	資格要件
（企業）
	技術部門登録
	当該部門の建設コンサルタント登録等
	登録がある（○○部門）
	登録がない
（〇〇部門）
	－

	専門技術力（企業）
	成果の確実性
	過去10年間の同種又は類似業務の実績の内容
	同種業務の実績がある
	類似業務の実績がある
	実績がない場合は選定しない

	資格要件
（管理技術者）
	技術者資格等
	技術者資格
	技術士資格

（○○部門）
	ＲＣＣＭ

（○○部門）
	技術者資格がない場合は選定しない

	専門技術力（管理技術者）
	業務執行技術力
	過去５年間の同種又は類似業務の実績の内容
	同種業務の実績がある
	類似業務の実績がある
	実績がない場合は選定しない

	専任性（管理技術者）
	専任性
	手持ち業務金額及び件数
	１億円以上又は５件以上の場合は選定しない

	業務実施体制
	業務実施体制の妥当性
	下記項目に該当する場合は選定しない

・再委託の内容が、主たる部分の場合

・業務の分担構成が、不明確又は不自然な場合


※業務内容に応じ、必要評価項目の追加・変更・削除を適宜行うものとする
管理技術者以外の技術者についても、必要に応じて設定する
別表１－２
【特定段階での技術評価】

	評　価　の　着　目　点
	評　　　　　　　　　　価

	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	資格要件（管理技術者）
	技術者資格等
	技術者資格
	技術士資格

（○○部門）
	ＲＣＣＭ

（○○部門）
	技術者資格がない

	専門技術力（管理技術者）
	業務執行技術力
	過去5年間の同種又は類似業務の実績の内容
	同種業務の実績がある
	類似業務の実績がある
	実績がない

	ＣＰＤ（管理技術者）
	ＣＰＤの取得状況について
	継続教育（ＣＰＤ）の証明が有り、かつ各団体が推奨する単位を満たしていること
	取得がない
	－

	実施方針
（ヒアリング結果を反映させる）
	業務理解度
	目的、条件、内容の理解度
	各項目ごとに、評価の尺度を示し、評価の基準を示し、評価の基準を明確にしておく

	
	実施手順
	業務実施手順の妥当性
	

	
	
	業務量把握の妥当性
	

	
	その他
	有益な代替案、重要事項の指摘
	

	評価テーマ

（ヒアリング結果を反映させる）
	的確性
	与条件との整合性
	

	
	
	的確かつ論理的な整理
	

	
	実現性
	説得力
	

	
	
	提案内容の裏付け
	

	参考見積
	業務コストの妥当性
	提示した業務規模と大きくかけ離れているか、または提案内容に対して見積りが不適切な場合は特定しない


※業務内容に応じ、必要評価項目の追加・変更・削除を適宜行うものとする

管理技術者以外の技術者についても、必要に応じて設定する
